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トリウム分布データおよび地殻厚データを用いた月の高地地殻形成過程についての
考察
An interpretation of formation process of the lunar highland crust using Th distribution
map and crustal thickness data
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月の地殻の構造とその形成過程についての理解は、月の初期の熱進化を解明する上で重要である。本研究では、地殻
の形成過程についての手がかりを得るために、月の高地において、Kobayashi et al. (2012)による SELENEのガンマ線ス
ペクトロメータから得られた月のトリウム分布と、LROおよび GRAIL 衛星から得られた月の地殻厚マップとの相関を
調査した。Kobayashi et al. (2012)において既に示されているように、両者は基本的に良い逆相関を示す。しかしながら、
詳細はいくらか異なっており、トリウム分布がいくつかの極小点を持ち、それぞれの大きさの差はそれほど顕著でないの
に対し、地殻厚の極大点は大きさの差が顕著であり、球面調和関数の 22項に相当する部分が月の高地で卓越している。
この差を説明するために、われわれは以下のような二段階の地殻形成のシナリオを考えた。すなわち、1)月の表面にお
いて初期に生じた複数の核を中心とした水平方向の成長による薄い地殻の層の形成、2)月の地殻厚の二分性に関わるそ
の後の下方への大規模な成長、である。トリウムの分布として捉えることのできるのは 1)の部分のみであり、われわれ
は、これが地殻厚との空間パターンの違いを表しているのではないかと考えた。発表では、この説と、過去のいくつか
の地殻形成の仮説の整合性について議論をおこなう。
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